
　

7
月
19
日
（
日
）
で
任
期
満
了
と
な
っ

た
日
野
町
農
業
委
員
会
委
員
（
以
下
「
農

業
委
員
」）
に
つ
い
て
、
令
和
2
年
日
野

町
議
会
第
3
回
定
例
会
で
、
新
た
に
農
業

委
員
15
名
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
20
日
（
月
）
に
日
野
町
長
か
ら
各

農
業
委
員
に
任
命
書
が
交
付
さ
れ
、
同
日

開
催
さ
れ
た
第
1
回
日
野
町
農
業
委
員
会

総
会
に
お
い
て
、
会
長
に
加か

納の
う

文ふ
み

弘ひ
ろ

委
員
、

副
会
長
に
田た

中な
か

嘉よ
し

浩ひ
ろ

委
員
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
や
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
る
た
め
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
「
推
進
委

員
」）
の
委
嘱
も
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
と
推
進
委
員
一
人
ひ
と
り
は
、

地
域
の
方
々
か
ら
の
農
業
・
農
地
・
農
村

に
関
す
る
声
を
く
み
上
げ
、
農
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
地
域
農
業
の
相
談
役
と
し

て
活
動
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
3
年
間
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員

に
は
日
野
町
の
農
業
振
興
に
ご
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
。

【
農
業
委
員
の
主
な
活
動
内
容
】

●�

農
地
法
等
各
種
法
令
に
基
づ
く
許
認
可

案
件
の
現
地
確
認
、
総
会
で
の
審
議
、

承
認

●�
定
期
的
な
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、

農
地
の
適
正
利
用
の
促
進
と
違
反
転
用

の
実
態
把
握
、
是
正
指
導

●�

関
係
行
政
機
関
等
に
対
す
る
農
地
利
用

の
最
適
化
の
意
見
書
の
作
成

●�

農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る

指
針
の
作
成

●�

地
域
農
業
・
農
村
振
興
政
策
に
関
す
る

調
査
、
研
究

●�

特
産
農
産
物
の
振
興
と
食
育
・
地
産
地

消
の
推
進

●�

農
業
委
員
会
業
務
の
周
知
、
普
及
拡
大

の
た
め
の
広
報
発
行

任命書交付式

加納文弘 会長田中嘉浩 副会長

　　第24期　農業委員名簿�（任期：令和2年7月20日～令和5年7月19日）
氏　名 住　所 担当区域 担当地区 期数

田　中　治　巳 猫田 必佐 猫田・内池西・内池東・
十禅師 新

渡　邉　岩　男 安部居 西桜谷 安部居・中在寺・北脇・
蓮花寺・野出 2期目

井　上　順　子 原 東桜谷 原・杉 新
岡　　　友　治 鎌掛5区 鎌掛 鎌掛1～ 6区 新
馬　塲　嘉　一 山本 必佐 山本・小御門・石原・小谷 新

葊　瀬　敬一郎 中道 必佐 徳谷・中山東・中山西・
三十坪 新

池　田　　　香 西大路3区 西大路 西大路・仁本木・音羽 新
森　　　綾　子 上野田 日野 上野田・大谷 2期目
奥　村　文　雄 中之郷 東桜谷 中之郷・奥師・鳥居平 新
大　杉　惠　一 松尾3区 日野 松尾・河原・村井 2期目
福　井　美智子 増田 必佐 豊田・増田 新

吉　澤　嘉　和 木津 日野 大窪・小井口・寺尻・
木津・日田 2期目

内　田　信　夫 いせの 西大路 蔵王・平子・熊野・
西明寺・北畑 新

田　中　嘉　浩 別所 南比都佐 別所・上駒月・下駒月・
深山口・上迫・下迫・清田 新

加　納　文　弘 川原 東桜谷 川原・杣・小野・
奥之池・佐久良 2期目

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

農
業
委
員
さ
ん

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
さ
ん
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【
推
進
委
員
の
主
な
活
動
内
容
】

●�

農
地
法
等
各
種
法
令
に
基
づ
く
許
認
可

案
件
の
現
地
確
認
、
意
見

●�

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
利
用
状
況
調

査
、
利
用
意
向
調
査
の
実
施

●�

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
の
促
進
、

非
農
地
判
断
の
推
進

●�

農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
と
の
利
用
調

整
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
活
用
促
進

●�

人
・
農
地
プ
ラ
ン

な
ど
、
集
落
に
お

け
る
農
業
者
等
の

話
し
合
い
の
推
進

農地利用最適化推進委員名簿 （任期：令和2年7月20日～令和5年7月19日）
氏　名 住　所 担当区域 担当地区 期数

竹　村　勝　巳 村井3区 日野 村井・小井口・寺尻・木津 新
溝　江　由　和 大谷 日野 上野田・大谷・日田 新
安　井　一　彦 大窪5区 日野 大窪・河原・松尾 新
堀　江　常　雄 杣 東桜谷 原・川原・杉・杣 新
八　木　健　次 奥師 東桜谷 小野･奥師・中之郷 新
田　嶋　儀　一 佐久良 東桜谷 鳥居平・佐久良・奥之池 新
松　村　　　忠 中在寺 西桜谷 安部居・中在寺・北脇 新
川　西　五三雄 野出 西桜谷 蓮花寺・野出 新
　川　忠　男 蔵王 西大路 仁本木・蔵王・平子・熊野 新
吉　澤　禎　之 西明寺 西大路 音羽・北畑・西明寺 新
木　田　光　夫 西大路1区 西大路 西大路 新
對　中　英　雄 鎌掛2区 鎌掛 鎌掛 新
久　野　正　和 深山口 南比都佐 上駒月・下駒月・深山口 新
藤　澤　義　治 清田 南比都佐 上迫・下迫・清田・別所 新
岩　谷　　　茂 内池東 必佐 内池西・内池東・里口 2期目

戸　田　　　弘 小御門 必佐 三十坪上・三十坪下・山本・
小御門 新

久　村　 　次 十禅師 必佐 猫田・十禅師 新
北　川　 　治 小谷 必佐 小谷・石原・増田 新
谷　口　憲　一 豊田3区 必佐 豊田 2期目
髙　岡　忠　司 中山西 必佐 中山西・中山東・徳谷 2期目

　
令
和
元
年
10
月
1
日
に
、「
食
品
ロ

ス
の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
品
ロ
ス
と
は
、「
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
」の
こ
と
で
、

日
本
で
は
年
間
6
0
0
万
ｔ
以
上
の
食

品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
約
3
0
0
万
ｔ
は
家
庭
か
ら
発
生
し

て
い
ま
す
。
日
本
人
一
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
、
年
間
約
50
㎏
、
1
日
お
茶

碗
約
1
杯
分
（
約
1
4
0
ｇ
）
の
食
べ

物
を
捨
て
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
の
中
に
は
、
手
付
か
ず
の
状

態
で
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
も
あ
り
、

こ
の
状
況
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
や
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
が

大
切
で
す
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
に
効
果
的
な
方
法
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、「
使
い
切
れ

る
分
だ
け
買
う
」、「
家
に
あ
る
食
材
・

食
品
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
」、「
肉
や
魚
の

保
存
方
法
を
工
夫
す
る
」
な
ど
で
す
。

ま
た
、
ご
家
庭
か
ら
の
食
品
ロ
ス
を
計

量
し
、
記
録
す
る
だ
け
で
も
気
付
き
が

得
ら
れ
ま
す
。
ま
ず
は
、
一
週
間
記
録

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
食
品
の
期
限
表
示
は
、「
消
費
期
限
」

と
「
賞
味
期
限
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
も
開
封
し
て
い
な
い
状
態

で
、
表
示
さ
れ
て
い
る
保
存
方
法
で
保

存
し
た
場
合
の
期
限
が
表
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
消
費
期
限
は
、「
食
べ
て
も
安
全
な

期
限
」、
賞
味
期
限
は
、「
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
」
で
す
。

　
賞
味
期
限
は
、
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
廃

棄
せ
ず
に
自
分
で
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

食
品
ロ
ス
を
削
減
し
よ
う

食
品
の
期
限
表
示
を

正
し
く
理
解
し
よ
う
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　住
民
課
　生
活
環
境
交
通
担
当
　☎
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